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Manuel d‘économie politique, traduit par A. Bonnet et revue par l’auteur avec une addition de 
l’appendice mathématique. Paris: Giard et Brieère, 1909.
の「付録」の翻訳である。＊「付録」は§1〜§152（§76bis, §87, §92, §98, §115が重複）から構成さ
れている。本稿は「付録」§1〜§51の翻訳である。













































































＊§2の「補間」とは，関数 の  個の点  における値を  とする。
 は適当な連続性をもつものとする。このとき，他の点 における  の値を  
個の点  を通る別の関数の値で代用することである。
原文にはいくつかの重要な誤植がある。本稿の範囲では少なくともつぎのような誤植がある。
１．§15の式（20） の最後の方程式における項  は，原文では  となって
いるが，式（20）の第２方程式と比較すればそれが誤植であることは明白である。
２．§15の式（20） につづく文章の x, y, …s, t は，原文では z, y, …s, tとなっている。
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２．x と y はある個人によって所有される経済財 X と Y の量であるとしよう。これらの財が消
















































組合せ  から組合せ  へ移ると，指標 I は
（6） 
だけ増加する。ただし  は Ψ の  x に関する偏微分である。この個人は最初の組合せより後の組
合せの方を選好することになる。というのは，かれは財 X をより多くもち他のすべての財を同じ
量もつことになるからである。高い方の指標は低い方の指標をもつ組合せより好ましい組合せを示














表される減少分を相殺するために xを増大させる必要があるが，その増大分である正の量  がど










































こうして，量 I と快楽の間にある対応が確立される。I は快楽に指標として役立ちうる。
ところが，この対応は一意ではない。というのはある同一の組合せ x, y に対して，Fとして採用
したい形式に応じて無数の I の値が対応しうるからである。対応が一意であったならば，つぎの意
味において快楽の測度として I を採用できたであろう。すなわち，ある決まった快楽に対しては
（測定単位のことを無視すれば） I の一つの値しか対応しない，等しい２つの快楽には等しい I の２ 
つの値が対応する，他の快楽より大きい快楽には他の快楽に対応する I の値より大きい I の値が対
応する，という意味においてである。


















関する偏微分  は x のみの関数である，偏微分  は y のみの関数である，などであるような指








（10）によって与えられる数量 I を消費 x，y，z，から得られる快楽の尺度とみなすことができる。
また，そうしたければ，数量 I をこの消費の使用価値，効用，稀少性（Walras），オフェリミテの
尺度とみなすこともできる。



































































経験によって，関数 ， ，…，  そのものでなく，それらのうちの１つに対するそれらの比
率のみ，例えば
 
のみが与えられる。決められた順序にしたがって，個人は点 0, 0, …, 0 から出発し，経路
（α） 




として点  x, y, …, s, t を通る無差別超曲面の上にいる。

















ところで，（16）の第１方程式において  とおくならば，  が  によって置き換え
られているという点でのみ（15）の第２方程式と異なる方程式が得られる。したがって，
 









個人が点  にいるときには消費  からそれぞれ得られる快楽を ，
，…， ，  としよう。
















左辺の ， ，…，  はすべて，すべての変数 x， y ， …, s ， t の関数である。
方程式（20）の第１方程式を方程式（17）の最終方程式と比較することにより，
 





これらの方程式の中にあるすべての関数はすべての変数 x， y ， …, s ， t の関数の関数である。さ
らに，  に対して   はゼロであり， ，  に対して  はゼロであり， ， ，














第１クラス。項 ， ，…，  はすべてゼロである。この場合には，量 ， ，…，  はたまた
ま同一の関数の偏導関数になっていることがわかる。しかしこのときには，快楽が消費の順序から
独立であるならば，これらの量によって商品の消費から生じる快楽を表現することができる。例え





第２クラス。項 ， ，…，  はすべてあるいは一部がゼロではない。この場合にはこれらの快





 0,0,…,0; h,0,…,0; h,k,…,0; …; h,k,…,m,n;
（γ）















が得られ，この値は h, k; …,n から独立である。したがって，方程式（23）あるいは同値の方程式






ただし F は任意の関数である，という形になることが知られているからである。ところが， は 
h, k; …,n に依存し，その結果  もこれらに依存するから，これらの量から独立であるのは因








が得られ，量，  経験的に決定されるように，１つの定数を除いて他のすべての量 ， ，…も
同じように経験的に決定される。





量と，点 x, y, …, t に達した個人がつぎの２つの場合に dx, dy;…, dt を消費して享受する快楽（オ
フェリミテ）の間の一意の対応が得られる。２つの場合とは，①消費の順序が無差別であり，dx 




が x, y, …, t に依存する，あるいは dy を消費して得られる快楽が x, y, …, t に依存する，などの場
合である。＊8
消費の順序が無差別である場合には， x, y;…, t の関数が１つ存在し，その単一の関数の偏導関数








の消費に対応するならば，それは総オフェリミテと名付けられる。I の変数 x, y, …, に関する偏導
関数 , , …財 X , Y , …の基本オフェリミテと名付けられる。

















22．１人の個人と２つの財の場合の均衡＊10 ― 個人は点 ，  から出発し，
（27） 
を xy 平面上の射影としてもつ，ある経路をたどらなければならないと仮定しよう。























































財の数が m であるならば，方程式（32） は全部で  本であり，方程式（30）と合わせると，
m 個の未知数 x, y, …を決定するために必要な m 本の方程式を得る。
25．消費の順序が選択に影響するならば，均衡点を決定する前にその順序を必ず固定しなけれ
ばな










個人は X から Y に変形する。
かれは X を  所有している。かれはまず何も生産しないで X を a 消費することから始め，そ
















29．あらゆる交換に先だって第１の個人によって所有される財の量は ，  であり，均衡にお
いては ，  である。選択を決定する指標の偏導関数は ，  である。第２個人についてこれら












































 が極大であるときには方程式（35）から，  は極大である。したがって，方程式（37）を μ 
に関して微分し，
 































































































































































z，…はたどる経路の任意の点に対して妥当な値である。値 ， ， ，…は均衡点に関係する値で
ある。しかし，これは決して忘れてはならない区別である。







とおいて，  にある特定の値を与えよう。実験から，個人が所有する X の量  の一部を処分す
ることによりかれが購入する量 y，z，u，…がどのくらいであるかがわかる。  を変化させること
により，この実験を繰り返すと， ， ， ，…の関数として y，z，u，…の値を得る。方程式（45）
によって を消去すると， y，z，…の値は x, ， ，…，の関数として与えられる。この演算によっ
て，  個の量と価格 x，y，z，…， ， ，…の間に 本の方程式を得る。したがって，こ
れらの方程式は m 個の量の関数として  個の価格の値を決める，すなわち実験から x，y，z，
…，の関数として ， ，…が得られると考えられる。方程式（52）にこれらの値を代入すると，








































abc がある無差別線の要素を表しているとすると，  は他の無差別曲線の要素を表している。













もし Y が下級財で X が上級財であるならば（Ⅵ
,19），X と Y が１人の個人によって同時に消費されるときには，この個人は Y のある一定量に対
して X のある一定量例えば Y の３に対して X を１交換できることがわかる。しかし，その個人が 




実際，量  は負であるから，この不等式は X が増大するときに dy は絶対値で減少することを
表している。
他方，一般に，つぎのことは認めがたい。すなわち，ゼロと消費において財 X が完全に財 Y に
置き換わるときに X がとる価値の中間の X の価値に対して，財 X はより豊富になるに応じて貴重













が得られることになる。dy と dx は反対の符号でなければならないから，  と  は必ず同じ符号
をもつことになる。この符号を正とすることができる。これは，他方の組合せより選好される一方
の組合せはより大きな指標をもつという条件に対応する。dx が正であるならば，組合せ  


























われわれは３つの場合について検討しなければならない。第１の場合。  が x にのみ依存する，
 が y にのみ依存する，などである（Ⅳ8）。そのときには
（62） 
が得られる。
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第２の場合。財は第１の種類に属す（Ⅳ9）。指定された（Ⅳ35）下位の区分（β）のいくつかの
例外は別として，一般に
（63） 
が得られる（Ⅳ39）。
第３の場合。財は第２の種類（Ⅳ14）に属す。そのときには一般に
（64） 
が得られる（Ⅳ40）。
３つの場合において，指標は方程式（59）によって表される特徴をもつ。そして
（65） 
が得られる。
量 dx，dy，…，はすべて正であるかあるいは単に同じ符号をもつと仮定されているが，第１と第
３の場合には
（64） 
が得られる。
量 dx，dy，…，がすべて同じ符号でないならば，この不等式はもはや成立しないかもしれない。
この場合は非常に重要であるが，もっと後で研究することにする（§124）。
48．先ほど考察したいくつかの場合の第２の場合において，量 dx，dy，…，がすべて同じ符号で
あるときには，前述の考察は  がどのような符号をもつかを決定するためには不十分である。
他の考察に頼らざるをえない。われわれは，この場合には固定された比率で X，Y，Z，…，から構
成された商品はあたかもそれが単一の商品であるかのように取り扱えること，したがって不等式
（64）が得られることを確認した（Ⅳ42）。このことは  の偏微分に関するある結論を導く。
x，y，z，… から商品を構成するためには
（65） 
とおくことが必要である。ただしα，β，…，は正の定数である。そのときには不等式（64）は
（66） 
となる。これに対しては，周知のように
（67） 
でなければならない。このことから，考察されている場合において指標の新しい特徴が得られる。
方程式（67）においては，変数 x，y，z，…を可能な限りすべての方法で並べ換える必要がある。
それにより方程式（67）と同じような方程式が他にも得られる。
２財の場合には，方程式（67）は
 
となる。
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２番目の不等式は，周知のように，曲面の指標
 
が楕円であるための条件である。
49．しばらくの間，不等式（58）は第２の種類に従属する財に対して成り立つと認めてもよい
と仮定してみよう。
２つの負の量の積は正の量である。したがって，（58）の２つの式を掛け合わせることにより
 
が得られることになる。第２の種類に従属する財に対して
 
が得られる。したがって，前述の式の第１項から引く必要があるのは正の量であり，その結果は正
でなければならない。したがって，
 
が得られなければならない。
ところが，これはまさに
 
がつねに同一の符号であるための条件である。ただし，この場合にはこの式の符号は負である。
したがって，それらの不等式（58）が第２の種類に従属する財に対して成り立つことを認めて
よいならば，２財の場合に対してオフェリミテの２階の変分は負になることがわかる。（§124）
50．われわれが先ほど採用した手順と逆の手順にしたがえば，オフェリミテの性質から出発して，
そこから無差別線の特徴を演繹することができる。＊13
51．無差別線の形は確かにきわめて複雑であり，われわれが本文において与えた例から，無差
別線の形を代数的に分析することが、特殊な場合＊14 を除いていかに難しいかがわかる。その困難
さは，例えば図31（Ⅳ.55）あるいは図33（Ⅳ.57）の関数のような不連続な関数を表すために分析
が容易に用いられることはほとんどないということから生じる。
したがって，問題の領域をすべて取り扱おうと試みるのは無駄である。考察しようとする要点
（Ⅳ.67）点の周辺の小さな領域についてその問題を研究することに甘んじなければならない。さら
に，オフェリミテを厳密に表すことになる関数に，たいてい非常に大ざっぱにしか取り組まれるこ
とがない他の関数を置き換えなければならない。
（つづく） 
＊13詳細についてはイタリア語版を参照するとよい。
＊14『ジョルナーレ・デリ・エコノミスティ』ローマ1904年９月号において，ボニンセーニ教授は基
本オフェリミテが線形である場合において需要関数と供給関数に関する非常に優れた研究を公刊し
た。
